
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                           

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

文
化
財
と
し
て
の
三
点
セ

ッ
ト
が
揃
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
価
値
が
あ
る
旧
潮
止

揚
水
機
場 

 
 八

潮
市
教
育
委
員
会
編
纂
の
社

会
科
副
読
本
『
ふ
る
さ
と
八
潮
』
に

も
、
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

旧
潮
止
揚
水
機
場 

(

八
潮
市
農
政

課
が
管
理)
の
建
屋
の
撤
去
工
事
予

算
が
、
こ
の
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ

た
。(

矢
澤
は
反
対) 

 

平
成
２３
年
に
八
潮
市
文
化
財
保

護
課
の
依
頼
で
、
旧
潮
止
揚
水
機
場

を
調
査
し
た
伊
東
孝
氏
（
日
本
大
学

理
工
学
部
上
席
研
究
員
・
産
業
考
古

学
会
会
長
）
は
、
「
全
国
屈
指
の
近

代
土
木
遺
産
」
「
埼
玉
県
内
唯
一
の

近
代
揚
水
機
場
」
と
高
く
評
価
し
、

文
化
財
の
三
点
セ
ッ
ト(

不
動
産
と

し
て
の
施
設=

建
屋
や
水
路
、
動
産

と
し
て
の
機
械
類
、
経
緯
を
た
ど
れ

る
文
献
資
料
類
）
が
残
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が

あ
る
。
県
指
定
重
要
文
化
財
候
補
に

十
分
な
り
得
る
と
言
う
。
仮
に
、
建

屋
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
ら
価
値
は

半
減
し
て
し
ま
う
、
と
断
言
。
更
に
、

こ
の
施
設
は
「
国
登
録
文
化
財
も
可 

能
」
と
、
市
の
文
化
財
保
護
課
で
も

認
め
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
す
。 

    

認
め
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
す
。 

 

建
屋
は
、
十
分
修
復
可
能
、

取
り
壊
さ
れ
る
理
由
に
は

な
ら
な
い 

 

ま
た
、
首
都
大
学
東
京
教
授
の
山

田
幸
正
氏
は
、
「
こ
の
施
設
は
、
昭

和
4
年
に
田
中
四
一
郎
村
長
を
中

心
に
当
時
の
村
民
ら
の
長
年
の
悲

願
と
し
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で
、
関

東
大
震
災
の
体
験
か
ら
公
共
の
建

物
や
土
木
構
造
物
に
耐
震
構
造
と

し
て
急
速
に
用
い
ら
れ
始
め
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
樋
門
・
水

槽
・
水
路
、
同
じ
く
当
時
普
及
し
始

め
た
電
力
を
使
っ
た
揚
水
機
、
そ
れ

ら
を
覆
う
木
造
ト
ラ
ス
組
み
の
建

屋
な
ど
か
ら
な
っ
て
お
り
、
し
か
も

す
べ
て
が
ほ
ぼ
竣
工
当
時
の
姿
で

遺
存
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
特
に

建
屋
は
平
成
14
年
の
操
業
停
止
以

来
、
完
全
に
放
置
さ
れ
て
き
た
が
、

外
見
的
に
健
全
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、『
危
険
だ
』『
汚
い
』
と
い
う
理

由
だ
け
で
、
建
屋
を
破
却
す
る
こ
と

は
、
三
つ
の
要
素
が
一
体
と
な
っ
た
、

こ
の
旧
潮
止
揚
水
機
場
の
も
つ
顕

著
な
文
化
的
価
値
を
大
き
く
毀
損

し
て
し
ま
う
。
一
度
、
取
り
壊
し
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   し
ま
っ
た
ら
、
た
と
え
同
じ
よ
う
な

建
物
を
造
れ
た
と
し
て
も
、
文
化
財

に
お
け
る
真
正
性
を
欠
き
、
二
度
と

文
化
遺
産
と
は
な
り
得
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」
と
警
告
す
る
。 

              
 八

潮
市
発
展
の
原
点
は
旧 

潮
止
揚
水
機
場
。
郷
土
史
の 

手
本
と
し
て
も
残
す
べ
き 

 

旧
潮
止
揚
水
機
場
が
配
水
し
た

八
潮
市
南
部
地
区
は
、
現
在
、
市
街

地
と
な
っ
た
が
、
近
年
ま
で
豊
か
な

田
畑
の
広
が
る
農
耕
地
域
で
、
当
時

の
農
業
生
産
を
支
え
た
の
が
、
こ
の

揚
水
機
場
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

中
川
沿
い
に
立
地
し
な
が
ら
、
古 

来
よ
り
、
農
業
用
水
を
安
定
的
に
確 

 

保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
く
り
返

し
旱
魃
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た

人
々
を
救
っ
た
の
が
こ
の
揚
水
機

場
の
設
置
だ
っ
た
。 

揚
水
機
場
設
置
を
中
心
と
し
た

耕
地
整
理
事
業
は
、
全
国
初
の
「
耕

地
整
理
債
券
」
発
行
と
い
う
独
自
の

方
法
で
資
金
を
集
め
、
村
人
総
動
員

で
着
工
か
ら
一
気
に
完
成
さ
せ
た
、

村
ぐ
る
み
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

旧
潮
止
揚
水
機
場
は
、
地
域
の
歴
史

と
文
化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の

生
き
た
教
材
で
あ
り
、
貴
重
な
文
化

遺
産
な
の
だ
。 

 

 

議
会
が
決
定
し
た
ら 

手
遅
れ
か
・
・
・ 

 

４
月
１０
日
の
緊
急
集
会
で
地
域

遺
産
の
保
存
に
努
め
て
き
た
米
山

淳
一
氏
（
財
団
法
人 

日
本
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
元
事
務
局
長
）
か
ら

は
、
市
民
が
動
き
、
行
政
の
方
針
を

変
え
た
例
は
沢
山
あ
る
。
要
は
、「
市

民
が
ど
れ
だ
け
本
気
に
な
れ
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
。 

「
八
潮
の
至
宝
」
で
あ
る
旧
潮
止

揚
水
機
場
、
こ
の
価
値
を
知
っ
た
市

民
か
ら
は
、
「
残
す
べ
き
」
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

壊
す
の
は
簡
単
。
だ
が
、
八
潮
市

が
失
う
も
の
は
非
常
に
大
き
い
。
歴

史
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
の
は
私

た
ち
の
役
割
、
八
潮
の
ル
ー
ツ
で
も

あ
る
旧
潮
止
揚
水
機
場
を
み
ん
な

で
守
ろ
う
！ 

Vol.68    

ｇ ｏ

ｕ  

旧潮止揚水機場 矢印の場所 

★
熊
本
で
大
き
な
地
震
が
何
度
も
襲
い
、
多
数
の
方
々
が
死
傷
し
、
不
自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
大
勢
い
て
、
心
が
痛
み
ま
す
。 

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
同
時
に
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

        2016 年５月発行 



 

    

責
任
能
力
が
な
い
認
知
症
男
性
が
徘

徊
中
に
電
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
事

故
で
、
家
族
が
鉄
道
会
社
へ
の
賠
償
責

任
を
負
う
か
が
争
わ
れ
た
上
告
審
判
決

で
、
最
高
裁
は
、
３
月
１
日
、
男
性
の
妻

に
賠
償
を
命
じ
た
２
審
判
決
を
破
棄
、

Ｊ
Ｒ
東
海
側
の
逆
転
敗
訴
を
言
い
渡
し

判
決
が
確
定
し
ま
し
た
。 

 

厚
労
省
の
試
算
で
は
、
二
〇
二
五
年

に
は
認
知
症
者
は
、
７
０
０
万
人
を
超

え
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
の
う
ち
、
５
人
に
１
人
が
認
知

症
に
な
る
計
算
で
す
。
要
は
誰
で
も
そ

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

「
老
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る

私
は
、
認
知
症
者
や
、
そ
の
ご
家
族
が
、

自
分
た
ち
の
思
い
を
語
っ
た
り
相
談
で

き
る
集
い
の
場=

認
知
症
カ
フ
ェ
を
設

置
し
、
少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
し
た
い
と
、
繰
り
返
し
訴
え
て

き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
、
市
内
２
ヶ
所
の

福
祉
施
設
（
や
し
お
寿
園
と
や
し
お
苑
）

で
今
年
度
、
試
験
的
に
開
設
す
る
と
の

こ
と
で
す
。 

  
 

  
 

  
 

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
が
認
知
症
に
対
す
る
知
識
を
備
え

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

数
年
前
か
ら
市
内
の
小
中
学
生
に
も

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
の
実
施
を

求
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２６
年
度
は

大
原
小
や
潮
止
小
の
４
年
生
１
９
５
人

２７
年
度
は
大
曾
根
小
の
４
・
５
年
生
、

潮
止
小
、
大
原
小
の
４
年
生
の
合
計
３

２
６
人
、
八
潮
中
学
校
と
大
原
中
学
校

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
３８
人
が

受
講
。
今
後
も
、
引
き
続
き
教
育
委
員
会

と
協
議
し
て
実
施
す
る
そ
う
で
す
。 

 

  
 

                  

若
年
性
認
知
症
患
者
へ
の 

支
援
を
充
実
し
て
！ 

  

若
年
性
認
知
症
の
罹
患
率
は
、
１８
歳

か
ら
６４
歳
の
人
口
１０
万
人
当
た
り
約

５０
人
で
す
。
平
成
２６
年
度
の
「
統
計
や

し
お
」
で
計
算
す
る
と
、
市
内
に
も
若
年

性
認
知
症
患
者
が
約
２５
人
い
る
と
推

計
さ
れ
る
。(

市
は
７
名
の
若
年
性
認
知

症
者
を
把
握
し
て
い
る
と
か) 

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
は
、
若
年
性

認
知
症
患
者
へ
は
県
が
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
情
報

提
供
や
相
談
に
つ
な
げ
る
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

  
 

                  

                                   

認
知
症
カ
フ
ェ 

２
ヶ
所
設
置
！ 

   

小
中
学
生
に
も
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
講
座 

 

手話言語条例制定は調査研究に・・・ 
 

全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられるこ

となく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する

社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進

することを目的とした「障害者差別解消法」が、今年４

月から施行されました。 

日本財団と一般財団法人「全日本ろうあ連盟」は、ろ

う者にとって大切な母語である手話の普及と情報コミ

ュニケーションの円滑なアクセスを目指し、手話を言語

として法的に位置づけてもらいたいと、取り組んでいま

す。2013 年 10 月に鳥取県で初めて手話言語条例が

制定されたのを皮切りに、各地で条例制定が広がり、埼

玉県内でも朝霞市、三芳町、富士見市が制定済み。今回、

「八潮市でも制定すべきでは？」と質問したところ、「現

在、開会中の埼玉県議会で、県条例案が提案されている

ので、その県条例の今後の動向や近隣市の状況を勘案

し、市単独条例の必要性について調査研究していく」と

答弁した。 

しかし、３月議会で、同じ質問がでた久喜市議会では、

「28 年度中に条例を制定する」という市長答弁が

あったそうです。久喜市も同じ埼玉県です。 

 
 

   

 

無
作
為
抽
出
に
よ
る
審
議
会
委

員
公
募
に
つ
い
て 

 

Ｑ 

年
齢
・
性
別
に
偏
り
が
な
く
、
多
様

な
市
民
の
参
加
に
よ
る
広
範
囲
な
「
民

意
」
を
拾
い
上
げ
、
合
意
形
成
に
つ
な
げ

よ
う
と
「
無
作
為
抽
出
に
よ
る
審
議
会

委
員
公
募
」
を
実
施
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、
八
潮
市
で
も
実
施
す
べ

き
で
は
？  

 
 Ａ

「
無
作
為
抽
出
に
よ
る
審
議
会
委
員

公
募
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
一
部
の
自

治
体
で
実
施
導
入
す
る
事
例
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
れ
は
無
作
為
抽
出
に
よ
り

選
出
さ
れ
た
市
民
の
方
に
、
公
募
委
員

候
補
者
と
し
て
の
登
録
希
望
の
有
無
を

確
認
し
、
希
望
し
た
方
を
候
補
者
名
簿

に
登
載
し
、
そ
の
中
か
ら
名
簿
登
載
順

に
選
任
す
る
方
法
で
、
審
議
会
等
ご
と

に
必
要
な
人
数
の
公
募
委
員
を
名
簿
か

ら
選
任
で
き
、
こ
れ
ま
で
審
議
会
等
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
や
多
様
な
意

見
を
持
っ
た
方
々
を
委
員
に
選
任
で
き

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
審
議
会
等
の

議
論
が
活
発
に
な
る
。
一
方
、
必
要
と
さ

れ
る
候
補
者
数
の
確
保
や
審
議
会
等
の

審
議
事
項
と
候
補
者
の
希
望
す
る
行
政

分
野
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
課
題
も
あ
る
た

め
、
導
入
に
つ
い
て
は
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。 

や
ざ
わ
の
意
見 

 

一
部
の
自
治
体
で
は
な
く
、
導
入
自

治
体
は
多
く
、
更
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

質問の詳細については、５月末に公開される議事録を参照 http://www.city.yashio.lg.jp/gikai/ 

★
３
月
議
会
で
、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法
整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し
た
が
、
自
民
ク
ラ
ブ
と
民
政
ク
ラ
ブ
が
反
対
し
、
否
決
さ
れ

た
。
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
も
、
法
規
制
を
行
う
な
ど
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
適
切
な
対
処
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。
４
月
１１
日

現
在
で
、
３
２
８
の
地
方
議
会
で
採
択
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
う
い
う
意
見
書
に
反
対
す
る
議
員
の
人
権
感
覚
を
疑
う
。 

  



                                   

                                  

                           

                           

                  

 
市公共施設の自販機  

秋から市が一括管理に！ 
 

2012 年の 6 月定例議会の一般質問で、「『市の公共施

設内に設置する飲料水等自動販売機設置場所の賃貸借』

を一般競争入札で行うべき」と提案し、翌年から楽習館の

4 台、市役所 1 階の 3 台の計 7 台が、入札方式となり、

7 台で 416 万 4132 円（消費税込）の増収をもたらし

た。 

 2015 年からリサイクルプラザの 1 台が入札方式にな

り、平成 28 年度の当初予算の歳入欄の財産貸付収入、自

動販売機設置場所貸付収入として 466 万 1 千円が計上

されていた。予算の委員会審議の中で、さらなる拡大につ

いて市の考えを質したが、曖昧な答弁に終始していた。

が、何と、「今まで社協が管理していた 23 台について、 

 

 

 

 

 

 

市と社協との間で、今年 1 月下旬に協定書が交わされ、

「10 月から市が一括管理する方向に変わる」そうです。 

勿論、すべての自販機について入札方式に変更できる

か分かりませんが、確実に、市の財源確保策の一助として

期待できると思います。 

収入が増えれば、その分、市民サービスに使えるので、

良いことなのだが、(実際、良い質問をいただき…と、職

員が言っていた）一方、今まで収益事業として一定の収入

を得ていた社協にとっては、収入減となるため、この点に

ついての協議が必要でした。その結果、社会福祉協議会へ

は、今まで収益事業としての自販機収入金相当(平成 26

年度決算 109 万 4790 円）を激減緩和策として 5 年間

保障することで、折り合いがついたようです。 

担当課の話では、入札は 7 月頃を予定しているそうで

す。 

 

 疑問？に思う新規事業 
 
平成 28 年度の当初予算に 27 の新規事業が

盛り込まれた。低年齢児の待機児童解消のため

の 6 ヶ所の小規模保育所整備、障がい者の基幹

相談支援センター設置、自転車事故を減らすた

めの交通安全教室・ヘルメット購入費補助金

等々、評価できる事業も沢山ある。 

しかし、以下の 3 事業については、疑問があ

り、反対討論を行った。 

 

・学力向上の推進（学習塾と連携し、市内小学

5 年生約 150 名を対象に学習の習熟度に合わ

せた指導を行う。３学期に開始予定） 

しかし、学力とは、最終的に「自ら学び生き

る力を付けること」だ。塾の活用は、ペーパー

テストで測定しやすい基礎的な学力の向上は

期待できても、生きる力に結び付く思考力・文

章読解力・課題解決力等は、身につかない。 

学力の低い原因には、家庭環境等、様々な理

由がある。個々の児童の学力の低い原因を分析

し、子どもとの信頼関係の上で、学校の教師が

寄り添いながら学習指導を実施すべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

・ふるさと納税の推進(ふるさと納税をした方

へ市内の特産品等を返戻品として贈呈) 

ここ数年、ふるさと納税は、豪華特典で寄付金

を集める自治体間競争の手段となっている。欧

米に比べ寄付文化が浅い日本でも、東日本大震

災を機に少しずつ根付いてきたが、3 月 14 日

付の東京新聞では、被災３県の「ふるさと納税」

激減。「復興」優先で返礼品の余裕なし、という

報道があった。さらに、福祉法人や NPO 法人、

学校法人などの寄付が相対的に集まりにくく

なっているという弊害も・・・ 

自分の住む自治体へ納税する代わりに、行政

サービスを受けるという税の基本を崩すよう

なシステム自体に問題があるとはいえ、それを

承知の上で参入することについて疑問です。 

 

・コンビニ交付システムの導入（マイナンバー

制度導入により、住民票や戸籍証明等をコンビ

ニで交付できるシステムを構築） 

システム導入業務委託料 4,428 万円、その

後、毎年 800 万円+発行枚数×123 円がかか

る。3 月 1 日現在、市民の７％強がカード申請

しているが、この中には申請しなければならな

いと錯覚している高齢者も多いと聞く。住民票

等の証明書、年に何枚必要ですか？費用対効果

の面で、かなり疑問です。 

☆
昨
年
、
再
稼
動
さ
れ
た
川
内
原
子
力
発
電
所
１
・
２
号
機
は
、
熊
本
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
活
断
層
の
延
長
線
上
に
立
地
す
る
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、
活
火
山
に
も
囲
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れ
て
お
り
、
多
く
の
火
山
学
者
が
「
日

本
一
危
険
な
原
発
」
と
指
摘
し
て
い
る
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想
定
外
」
を
想
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し
、
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酷
事
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然
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に
も
、
即
時
停
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す
べ
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で
す
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★
早
稲
田
大
学
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ニ
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ェ
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ト
研
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所
の
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査
で
は
、
２
０
１
４
年
度
八
潮
市
議
会
の
改
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は
全
国
で
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合
９
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４
位
。
情
報
公
開
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第
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７
７
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住
民
参
加
＝
第
１
０
３
５
位 

 

機
能
強
化
＝
第
９
０
９
位
で
し
た
。
こ
ん
な
順
位
で
は
本
当
に
恥
ず
か
し
い
！ 

Y 市の議会基本条例を作ってきました！ 
全国市町村文化研修所（滋賀県）の議員研修（政策法務）

で、八潮市と同じ人口規模の架空の Y 市を想定し、理想

とする議会基本条例を策定し発表しました。自治体議会

改革フォーラム調査では（昨年 9 月現在）６７１の市区

町村で策定済みですが、八潮市は未策定です。 



                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

えみこの活動日記（１月～４月 予定も含む） 
１月 
4  東古新田町会新年会 
7  クオータ制を推進する会 
9  商工会賀詞交換会 
10 消防団第２分団第５部新年会 
11 子ども食堂サミット2016 
12 全国フェミ議連パワーアップ講座 
20 議員会健康講座 
25 議会報編集委員会 
26 代表者会議・議会運営委員会 
28～29 JIAM 議員研修 
31 交通指導員連絡協議会 40 周年 
 
2 月 
２ 第 20 回地方×国政策研究会 
６ まちづくり講演会「八潮市の近代化遺産・旧潮止揚水
機場－地域遺産をまちづくりに生かす－ 」 
10 会派説明 
12 ３月議会議案説明会、マイナンバー（共通番号）は
いらない! 2・12 院内集会 
13 ７人の女性議員を囲む会 
14 議会図書館の活用/検索セミナー 
18 家庭教育学級合同講演会 
「どうする男女の賃金格差―均等待遇に学ぶこれからの
働き方」(千代田区) 
22 議会運営委員会 
23 小中一貫教育報告会 
24 社会福祉協議会協力委員会 
26 国の女性予算を聞く会、(先議分)質疑通告 
29～3/18 平成 28 年度第1 回定例会 
 
3 月 
１ 一般質問・意見書提出 
３ 質疑通告 
5～6 図書館総合展 2016 仙台(東北大学図書館、オガー
ルプラザ情報交流館等視察)、緊急シンポジウム「地域遺
産の保存と活用を考える －八潮市の近代化遺産・旧潮止
揚水機場－」 
15 潮止中卒業式 
24 中川小卒業式 
29 議会運営委員会、クオータ制を推進する会 
 
4 月 
２ 草加・八潮消防組合発足記念式典 
８ 潮止中学校・中川小学校入学式 
10 イコール・ペイ・ディキャンペーン、緊急集会「埼玉
県唯一のポンプ場を守ろう！―八潮市の至宝・旧潮止揚
水機場―」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18 女性参政権70 年『女性は政治を変えられるか』 
19 国会ロビー活動、勉強会「マイナンバー 保険証と
一体化したらどうなる」 
20～22 JIAM 政策法務研修 
23「女性参政権 70 年の荒野で叫ぶ」 
 
 
 

議員の期末手当、報酬、政務活動費の引
上げ等に反対！ 
 

人事院勧告に基づき職員の勤勉手当の引上げに伴い、

議員の期末手当を自動的に0.1ヶ月分引上げるというも

のです。「勤勉手当と期末手当は本来異なるもので、そも

そも非常勤の議員に勤勉手当はないのに、職員に連動し

ての引上げは認められない」と、反対した。 

 

議員報酬は、報酬審議会の答申に基づき、現在月額 38

万円から 39 万 5 千円に引き上げるものです。正副議長

や議会運営委員会などの委員会の長は、３９万５千円に

更に役職手当が上乗せされています。 

ここ数年、議員の立候補者が少なく、せいぜい 1～2

名オーバーの選挙が続いており、議会活性化のために、

子育て世代の方や、サラリーマン等、多様な人が議会に

入る必要があり、その為には、ある程度の報酬の引上げ

は必要だと思います。 

しかし、在籍している現職議員は、今の報酬に納得の

上で立候補しているわけなので、「引上げは次回選挙後か

ら実施すべきだ」と反対した。 

 

政務活動費は、近隣市の中でも最低額なので、私の場

合は毎年大幅な持ち出しとなっています。政務活動費の

原資は市民の税金なので、引上げるのであれば、情報公

開請求をしないと見られない現況を改め、ネット等で公

開し、いつでも誰でも見られるようにすべきです。しか

し、議会改革の議論の中で、ネット等での公開について

は、自民クラブ、公明党、民政クラブの反対で、ネット

公開は実施しないことになった為、「公開とセットでなけ

れば引上げは認められない」と反対した。 

 

★
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
相
談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。
メ
ー
ル
・
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
通
信
を
多
く
の
方
に
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
何
部
で
も
結
構
で
す
。 

 

 

平
成
２８

年
度
第
２
回
定
例
議
会
は
６
月
１
日
開
会
予
定
で
す
。
お
時
間
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
傍
聴
に
お
い
で
下
さ
い
。 

       今年は女性参政権 70 年 
     

1945 年、改正衆議院議員選挙法が成立・公布されて、

女性の参政権が認められた。翌 1946 年 4 月 10 日に

総選挙が行われ、初めて女性が選挙に参加、39 人の女

性代議士が誕生しました。 

それから 70 年経過していますが、女性国会議員は衆参

両院合わせて 83 人(11.5％)しかいません。 

「世界経済フォーラム（WEF）」が昨年 11 月 19 日に

発表した 2015 年版「男女格差報告」では、日本は 145

カ国中 156 位で先進国の中で最低水準です。少子高齢

化時代、女性の方が長生きします。結婚の有無にかかわ

らず、女性は「おひとりさま」で生きる期間が長いので

す。 

「介護が必要になったら、妻や娘に介護してもらいたい」

と考えている多くの男性たちに、政治を任せておいてい

いのでしょうか？ 

 政治は男だけの仕事ではありません。世の中の半分は

女性です。生活感覚のある女性がもっと政治に関われば、

確実に世の中は変わります。 女性参政権 70 年で、様々

なイベントが実施されています。一度、参加して、私た

ちに身近な政治のありようを考えてみませんか？ 

 


